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マイナンバー制度がはじまるよ　ほか
市 政 ガ イ ド

京丹後市「名古屋事務所」開設　ほか
市政トピックス

9月号平成 27 年
2015

8 月 25日発行
写真：丹後王国「食のみやこ」のイルミネーション
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商工業

地
域
の
発
展
、
そ
し
て
地
方
創
生
を
豊
か
に
推
進

京
丹
後
市
「
名
古
屋
事
務
所
」
開
設

ＪＲ名古屋駅から徒歩８分、桜通り沿いの「桜
通りカフェ」内に開設した名古屋事務所

情報ファイル� P16

京丹後人�� P20

まちのわだい� P10

市の文化財／ピックアップ／和気泰来／図書
館だより　ほか

小西川リバーサイドフェスを初開催／京都
市内の中学生が民泊体験　ほか

  オリーブの会事務局　中西　直美 さん（51）

目　次
index

生命の絆��� P15

今月の「きょうたんごで“いいね”」

市政トピックス� P2
京丹後市「名古屋事務所」開設／「海の京
都博 ～さぁ、知と遊の冒険へ～」が開幕 ほか

　今月の表紙写真は、「食のみやこ」
のイルミネーション。約1キロにわ
たり、60万球の電飾が来場者をお
出迎え。園内の11エリアそれぞれ
に特徴のある電飾が施されており、
来場者の目を楽しませていました。

みんなの広場� P12
表彰／旬★感たんごはん「バターナッツか
ぼちゃのポタージュ」　ほか

� P7
コミュニティビジネスのすすめ／マイナン
バー制度がはじまるよ　ほか

医療の現場� P14

～�幻想的な夜を演出�～
��丹後王国「食のみやこ」の
イルミネーション

　
本
市
で
は
、
も
の
づ
く
り
産
業
の
大
集
積
地
で
、
高
速
道
路
網
の
整
備
に
よ
り
丹
後
と
の

時
間
的
距
離
が
格
段
に
近
く
な
っ
た
中
京
圏
と
の
交
流
を
深
め
よ
う
と
７
月
28
日
、
名
古
屋

市
の
桜
通
り
カ
フ
ェ
内
に
京
丹
後
市
「
名
古
屋
事
務
所
」
を
開
設
し
ま
し
た
。
オ
ー
プ
ン
記

念
式
典
に
は
、
河
村
名
古
屋
市
長
を
は
じ
め
、
経
済
団
体
や
行
政
関
係
者
ら
50
人
が
出
席
。

今
後
の
展
望
と
と
も
に
、
新
た
な
連
携
を
誓
い
、
盛
大
に
祝
い
ま
し
た
。

事務所開設を祝い舞を披露する丹後
小町踊り子隊の皆さん

①
名
古
屋
事
務
所
開
設
を
祝
い
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
う
関
係
者
た
ち
（
写
真

左
か
ら
中
山
市
長
、
城
福
府
副
知
事
、
河
村
名
古
屋
市
長
、
小
川
正
樹
中
部

経
済
連
合
会
常
務
理
事
、
巽
府
議
会
副
議
長
、
沖
田
康
彦
京
丹
後
ビ
ジ
ネ

ス
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
会
長　

②
④
桜
通
り
カ
フ
ェ
内
に
設
置
さ
れ
た
観
光
ポ
ス

タ
ー
お
よ
び
絹
製
品
、
加
工
品
な
ど
の
地
場
産
品　

③
開
設
祝
い
に
駆
け
付

け
た
河
村
市
長
と
歓
談
す
る
中
山
市
長

京
丹
後
産
食
材
を
使
っ
た
ラ
ン
チ
メ
ニ
ュ
ー
も
人
気

　
７
月
28
日
挙
行
の
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
セ
レ
モ
ニ
ー
に
は
、
来
賓
、
行

政
、
市
内
商
工
団
体
関
係
者
な
ど

約
50
人
が
出
席
。
中
山
市
長
は
冒

頭
、
事
務
所
開
設
に
つ
い
て
、
丹

後
と
名
古
屋
の
こ
と
ば
が
よ
く
似

て
い
る
こ
と
を
ご
縁
に
、
両
地
方

の
各
種
の
産
業
経
済
や
文
化
の

交
流
を
本
格
的
に
進
め
て
い
く
た

め
、「
昨
年
、舞
鶴
若
狭
自
動
車
道
、

そ
し
て
７
月
18
日
、
京
都
縦
貫
自

動
車
道
が
全
線
開
通
し
た
こ
と
を

契
機
と
し
て
し
っ
か
り
捉
え
、
こ

れ
を
架
け
橋
と
し
て
、
両
地
方
の

住
民
の
皆
さ
ん
の
心
と
心
を
つ
な

げ
、
懐
か
し
い
兄
弟
が
再
会
し
た

よ
う
な
絆
を
改
め
て
築
い
て
い
き

た
い
。
そ
し
て
、
仲
良
く
し
て
い

た
だ
い
て
、
両
地
域
の
豊
か
な
発

展
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。
ひ
い

て
は
、
名
古
屋
・
東
海
の
皆
さ
ん

と
、“
こ
と
ば
”
と
い
う
両
地
域

の
尊
い
宝
を
見
つ
め
直
し
、
日
本

の
創
生
に
つ
な
が
っ
て
い
く
よ
う

　
事
務
所
開
設
を
記
念
し
、
７
月

27
日
～
８
月
８
日
に
か
け
て
、
京

丹
後
市
フ
ェ
ア
を
開
催
。
京
丹
後

産
の
米
や
野
菜
な
ど
の
食
材
を
使

用
し
た
ラ
ン
チ
を
併
設
の
カ
フ
ェ

で
提
供
し
、
予
定
の
２
０
０
食
を

上
回
る
人
気
メ
ニ
ュ
ー
と
な
り
ま

し
た
。

　
同
店
ス
タ
ッ
フ
は
、
お
客
さ
ん

の
声
と
し
て
、「“
お
米
が
甘
く
て
、

お
い
し
い
”
や
“
野
菜
に
歯
ご
た

え
が
あ
る
”
な
ど
評
判
は
上
々
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
同
カ
フ
ェ
で
は
、
今
後
も
季
節

毎
に
メ
ニ
ュ
ー
を
企
画
し
Ｐ
Ｒ
を

し
て
い
く
予
定
で
す
。

事
務
所
開
設
を
丹
後
・

名
古
屋
こ
と
ば
で
祝
う

コシヒカリ・もずく・黒豆・
千両なす・ところてん・
みず菜・万願寺とうがらし

京
丹
後
産
の
食
材
を
使
っ
た

　

人
気
の
ラ
ン
チ
プ
レ
ー
ト（
８
５
０
円
）

◎
所
在
地

　

愛
知
県
名
古
屋
市
中
村
区
３

丁
目
21
―
７ 

名
古
屋
三
交
ビ
ル

１
Ｆ
プ
ロ
ダ
ク
ト
シ
ョ
ッ
プ
＆

桜
通
り
カ
フ
ェ
内
（
☎
０
５
２
―

５
６
６
―
５
１
０
５
）

名
古
屋
事
務
所
概
要

な
取
り
組
み
に
し
て
い
き
た
い
」

と
話
し
、最
後
に
丹
後
こ
と
ば
で
、

「
今
日
は
ど
え
り
ゃ
ー
う
れ
し
い
。

河
村
市
長
さ
ん
、
大
村
愛
知
県
知

事
さ
ん
と
一
緒
に
お
も
し
れ
ぇ
ー

こ
と
、
え
え
こ
と
を
よ
う
け
し

ち
ゃ
ー
わ
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し

た
。

　
そ
の
後
、
来
賓
と
し
て
ご
臨
席

◎
主
な
活
動

・
特
産
品
の
展
示
販
売
お
よ
び
Ｐ
Ｒ

イ
ベ
ン
ト
等
販
路
拡
大
事
業

・
京
丹
後
産
の
食
材
を
使
用
し
た
オ

リ
ジ
ナ
ル
メ
ニ
ュ
ー
の
提
供

・
観
光
情
報
発
信
、
企
業
立
地
・
ビ

ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
等
促
進
開
拓
員

の
設
置
な
ど

の
河
村
た
か
し
名
古
屋
市
長
様
、

城
福
健た

け
は
る陽
京
都
府
副
知
事
様
（
知

事
代
理
）、
巽
昭
京
都
府
議
会
副

議
長
様
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
お
祝
い

の
こ
と
ば
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
河
村
名
古
屋
市
長
は
、「（
名
古

屋
に
市
が
事
務
所
を
開
設
す
る
例

は
初
め
て
。
ど
え
り
ゃ
ー
あ
り
が

た
ゃ
ー
こ
と
だ
し
、
が
り
ゃ
ー
う

れ
し
い
」
と
歓
迎
。
続
け
て
、「
丹

後
は
魚
が
う
み
ゃ
ー
と
こ
ろ
。
こ

と
ば
が
似
て
い
る
こ
と
は
、
感
動

的
」
と
述
べ
た
上
で
、
尾
張
と
関

わ
り
の
あ
る
戦
国
武
将
の
明
智

光
秀
と
、
京
丹
後
の
地
に
幽
閉

さ
れ
た
細
川
ガ
ラ
シ
ャ
（
光
秀
の

子
）
を
例
に
挙
げ
、「
深
い
つ
な

が
り
が
あ
っ
た
の
で
は
」
と
続
け
、

「
バ
ス
を
仕
立
て
て
、
京
丹
後
の

う
み
ゃ
ー
も
ん
を
食
べ
に
行
く
企

画
を
し
た
い
」
と
話
し
、
京
丹
後

と
の
交
流
に
意
欲
を
示
さ
れ
ま
し

た
。

　
ま
た
式
典
会
場
で
は
、
大
村
秀

章
愛
知
県
知
事
様
か
ら
の
祝
電

や
、
丹
後
小
町
踊
り
子
隊
に
よ
る

舞
が
披
露
さ
れ
、
事
務
所
の
開
設

を
祝
い
ま
し
た
。

　
セ
レ
モ
ニ
ー
後
の
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
で
は
、
旬
の
野
菜
や
果
物
を

使
っ
た
料
理
を
は
じ
め
、
地
酒
、

丹
後
ば
ら
寿
司
な
ど
が
並
べ
ら

れ
、
京
丹
後
産
の
味
覚
を
Ｐ
Ｒ
し

ま
し
た
。

商
工
振
興
課

☎
６
９
‐
０
４
４
０

張り切り過ぎに注意 アキレス腱断裂
～アキレス腱断裂予防と応急処置～

１
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観光

「
海
の
京
都
博 

～ 

さ
ぁ
、
知
と
遊
の
冒
険
へ 

～
」
が
開
幕

北
部
７
市
町
、
特
別
企
画
で
お
出
迎
え

　

府
北
部
７
市
町
（
福
知
山
市
、

舞
鶴
市
、
綾
部
市
、
宮
津
市
、
京

丹
後
市
、
伊
根
町
、
与
謝
野
町
）

の
地
域
力
を
結
集
し
、
歴
史
・
文

化
、
海
の
魅
力
、
ま
ち
の
魅
力
な

ど
を
全
国
に
発
信
す
る
「
海
の
京

都
博
～
さ
ぁ
、
知
と
遊
の
冒
険
へ

～
」（
海
の
京
都
博
実
行
委
員
会

主
催
）の
開
会
式
典
が
７
月
18
日
、

宮
津
市
の
宮
津
会
館
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
会
場
に
は
、
国
や
府
、
市
町
の

議
員
を
は
じ
め
、
同
博
覧
会
を
主

催
す
る
山
田
啓
二
京
都
府
知
事
や

北
部
自
治
体
の
長
な
ど
関
係
者

約
２
５
０
人
が
出
席
。
府
立
宮
津

高
校
吹
奏
楽
部
が
海
の
京
都
博
の

テ
ー
マ
曲
「
天
と
つ
な
が
る
海
」

（
葉
加
瀬
太
郎
作
曲
）
の
演
奏
に

よ
り
開
式
し
ま
し
た
。

　

海
の
京
都
博
実
行
委
員
会
会

長
の
山
田
知
事
は
、
冒
頭
の
あ
い

さ
つ
で
「
北
部
に
は
、
農
林
水
産

物
や
景
観
と
い
っ
た
素
晴
ら
し
い

資
源
が
そ
ろ
っ
て
い
る
。
今
日
は
、

待
望
の
京
都
縦
貫
自
動
車
道
が
全

線
開
通
し
、
京
都
の
背
骨
が
完
成

し
た
記
念
す
べ
き
日
。
北
部
の
新

し
い
未
来
に
向
か
っ
て
、
地
域
が

一
体
と
な
っ
て
進
ん
で
行
こ
う
」

と
述
べ
、
来
賓
と
し
て
参
列
し
た

谷
垣
禎さ

だ
か
ず一
衆
議
院
議
員
、
久
保
成し

げ

人と

国
土
交
通
省
観
光
庁
長
官
、
植

田
喜よ

し
ひ
ろ裕
京
都
府
議
会
議
長
が
そ
れ

ぞ
れ
、
海
の
京
都
博
の
開
幕
を
喜

び
、
北
部
全
体
で
魅
力
を
発
信
す

る
よ
う
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
舞
台
上
で
は
、
来
賓
、

山
田
知
事
、
府
北
部
７
市
町
の
首

長
ら
が
並
ん
で
く
す
玉
を
割
り
、

開
幕
を
祝
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
関
係
市
町
の
市
長
、

町
長
が
そ
れ
ぞ
れ
、
地
域
の
魅
力

や
観
光
名
所
な
ど
を
Ｐ
Ｒ
す
る

と
と
も
に
連
携
を
誓
い
合
い
ま
し

た
。
中
山
市
長
は
、
世
界
に
向
け

て
魅
力
を
発
信
す
る
山
陰
海
岸
ジ

オ
パ
ー
ク
の
取
り
組
み
を
紹
介
。

商工業

地
域
金
融
機
関
（
京
都
銀
行
、
京
都
北
都
信
金
、
但
馬
信
金
）
と
連
携
協
定

産
業
振
興
施
策
拡
充
へ
大
き
な
弾
み

　
市
で
は
、
地
域
産
業
経
済
の
さ
ら
な
る
発
展
を
図
り
、
地
方

創
生
を
実
現
し
て
い
く
た
め
７
月
16
日
、株
式
会
社
京
都
銀
行
、

京
都
北
都
信
用
金
庫
、
但
馬
信
用
金
庫
と
、『
地
域
産
業
振
興

に
関
す
る
連
携
協
定
』
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
７
月
18
日
に
開
幕
し
た
海
の

京
都
博
に
合
わ
せ
、
京
丹
後
市

の
周
遊
観
光
の
足
と
な
る
「
箱

庭
周
遊
バ
ス
」
お
よ
び
「
箱
庭

遊
覧
船
」
の
出
発
式
が
７
月
25

日
、
久
美
浜
町
湊
宮
の
マ
リ
ン

プ
ラ
ザ
前
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
に
は
、
市
お
よ
び
同
イ
ベ

ン
ト
を
企
画
し
た「
海
の
京
都
」

京
丹
後
市
実
践
会
議
の
メ
ン

バ
ー
、
市
観
光
協
会
役
員
ら
が

出
席
。
来
賓
の
祝
辞
、
関
係
者

に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ

れ
た
ほ
か
、
か
ぶ
と
山
子
ど
も

園
の
園
児
28
人
が
駆
け
付
け
、

元
気
な
歌
声
や
踊
り
を
披
露
し

出
発
を
祝
い
ま
し
た
。

①出発式で元気良く踊りを披露するかぶと山保育園の園児たち②久美
浜湾の景色をラッピングした周遊バス③出発を記念し遊覧船の乗船体
験をする市民

「
京
都
が
一
つ
に
つ
な
が
っ
た
！
そ

ん
な
京
丹
後
市
民
の
皆
さ
ん
の
笑

顔
に
会
い
に
来
て
く
だ
さ
い
」
と

力
強
く
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　

北
部
７
市
町
で
は
、
期
間
中

（
11
月
15
日
ま
で
）、
訪
れ
た
方
に

海
の
京
都
の
魅
力
を
感
じ
て
い
た

だ
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
特
別
イ
ベ
ン

ト
と
、
地
域
の
見
ど
こ
ろ
を
地
元

ガ
イ
ド
の
案
内
で
巡
る
日
帰
り
ツ

観光

箱
庭
周
遊
バ
ス
、
箱
庭
遊
覧
船
出
発
式
を
開
催

浜
辺
と
ま
ち
な
か
の
魅
力
を
発
信

ア
ー
を
用
意
し
、
海
の
京
都
を

全
国
へ
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、海
の
京
都
博
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
19
日
（
日
）、
同
博
メ
ー
ン
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
、
浜
詰
海
水
浴
場

で
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
し
た
、

ウ
ォ
ー
タ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン

シ
ョ
ー
は
、
台
風
の
影
響
に
よ
り

延
期
と
な
り
ま
し
た
。

海の京都博の開幕を祝いくす玉を割る関係者ら（宮
津会館で）

  箱庭周遊バス（夕日ヶ浦～小天橋～久美浜一区を周遊 )
　　運行期間　7 月 25 日（土）～ 10 月 31 日（土）までの間の
　　　　　　　土、日曜日、祝日（延べ 33 日）
　　乗車料金　1 日乗り放題 200 円（4 便／日）
　　乗員など　33 人（中型ノンステップバス）、観光ガイドあり
  箱庭遊覧船（久美浜湾を縦断・久美浜港 ⇔ 小天橋）
　　運航期間　7 月 25 日（土）～ 10 月 31 日（土）までの間の
　　　　　　　土、日曜日、祝日（延べ 33 日）
　　乗船料金　1 日乗り放題 1,000 円（3 便／日）
　　乗員など 　12 人、観光ガイドあり

地
方
創
生
の
実
現
に
向
け
て

　
本
協
定
で
は
、
市
内
商
工
業
業

者
等
の
経
営
安
定
、
再
生
及
び

成
長
支
援
に
関
す
る
こ
と
を
は
じ

め
、新
規
創
業
や
新
産
業
の
創
出
、

企
業
立
地
の
推
進
に
向
け
、連
携・

協
力
し
て
取
り
組
み
を
進
め
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

協
定
に
基
づ
き
検
討
す
る

　
　
　
　
　
主
な
取
り
組
み

①
ビ
ジ
ネ
ス
商
談
会
の
実
施
や
金

融
機
関
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し

た
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ

②
企
業
誘
致
案
件
の
発
掘
や
連

携
し
て
の
企
業
誘
致
活
動

③
「
新
シ
ル
ク
産
業
」「
テ
レ
ワ
ー

ク
産
業
」
な
ど
新
産
業
創
造
に
向

け
た
連
携
フ
ァ
ン
ド
の
創
設
検
討

④
海
外
販
路
開
拓
等
海
外
進
出

に
向
け
た
支
援

⑤
人
材
育
成
事
業
の
共
同
実
施

　
７
月
16
日
、
京
丹
後
市
役
所
で

行
わ
れ
た
締
結
式
に
は
、
株
式
会

社
京
都
銀
行
の
豊と

よ

部べ

克
之
代
表
取

締
役
専
務
、
京
都
北
都
信
用
金
庫

の
森
屋
松ま

つ
よ
し吉
理
事
長
、
但
馬
信
用

金
庫
の
宮み

や
が
き垣
和
生
理
事
長
が
出

席
。
協
定
締
結
に
当
た
り
、
中
山

協
定
の
締
結
を
終
え
連
携
を
誓
い
握
手
を

交
わ
す
中
山
市
長
と
地
域
金
融
機
関
の
代

表
者
（
京
丹
後
市
役
所
で
）

※運行時間など詳しくは、市ホームページをご覧ください。

１ ３

２

観光振興課
　　☎69-0450
　　　京丹後市観光協会
　　☎62-6300

市
長
は
、「
本
市
の
創
生
に
欠
か

せ
な
い
産
業
の
発
展
を
支
え
る
金

融
機
関
の
協
力
を
得
る
こ
と
が
で

き
て
大
変
心
強
い
。
市
挙
げ
て
全

力
で
取
り
組
む
」
と
あ
い
さ
つ
。

金
融
機
関
の
代
表
者
か
ら
も
、「
京

丹
後
市
の
産
業
振
興
と
地
方
創
生

の
実
現
に
向
け
、積
極
的
に
連
携・

協
力
し
て
ま
い
り
た
い
」
と
の
あ

い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

商
工
振
興
課

☎
６
９
‐
０
４
４
０

まちづくり
美しい砂浜海岸の保全と利活用によるにぎわう浜辺づくりへ

ビーチ活用の第一人者が強力に後押し
　本市では現在、市が有する美しい砂浜
海岸の保全と、利活用による年中にぎわ
う浜辺づくりに向けたさまざまな取り組み
を展開しています。
　平成 24 年 8 月、活動母体の「日本一の
砂浜海岸づくり実行推進会議」を設立。参
与には、海辺の利活用に精通するＮＰＯ法
人「日本ビーチ文化振興協会」を迎え、ク
リーン作戦の実施や遊歩道の整備、ビーチ
スポーツイベントの開催を検討しています。
　会議設立をきっかけに平成25年12月、
現在、同協会の理事長で、元ビーチバレー
オリンピック代表の朝日健太郎さんが本
市で講演。自身の実践活動や効果的な国
内外の有効事例を紹介していただくほか、
本市のビーチの美しさを、多くのメディアを通じて、全国へ発信していただいています。
　さらに、新たなビーチ活用の取り組みについて積極的な提案をいただき、浜詰海岸の美し
い夕日をバックに砂浜を走る「サンセットビーチラン」や、ビーチでスポーツや文化に親し
む「ビーチスポーツフェスティバル」、ご自身の名を初めて使用したビーチバレー大会「朝
日健太郎カップ」など次々にイベントを企画。本市において新たなビーチ文化が誕生すると
同時に、ライフセーバーでビーチフラッグス世界選手権優勝、全日本選手権17連覇を達
成した遊

ゆ さ

佐雅美さん、元ビーチバレー選手の浅尾美和さんらビーチ界のトップアスリートが
参画し、イベント（詳細は、京たんごスポーツに掲載）を一層盛り上げていただいております。
　このような取り組みの中で、遊佐さん、浅尾さんにも、趣旨に賛同いただき主体的な情報
発信を、また、新たな連携（本紙掲載 6㌻）が生まれるなど、着実な広がりを見せています。

４
０
０
０
人
が
参
加
し
た
ビ
ー
チ

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
７

月
19
日
開
催
）
で
は
、
朝
日
さ

ん
と
浅
尾
さ
ん
に
よ
る
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
や
遊
佐
さ
ん
が
ビ
ー
チ
フ

ラ
ッ
グ
ス
に
参
加
し
、
イ
ベ
ン
ト

を
盛
り
上
げ
た

Photo/
Ryoji Nishigaki
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コミュニティビジネスのすすめ②
コミュニティビジネス応援補助金を使って、地域を元気にしませんか？

コミュニティビジネス応援補助金とは、京丹後市内で、コミュニティビジネスを新たに
起こそうとする地域活動団体に、事業の立ち上げ時に必要な経費を補助するものです。
今月号では、昨年度から今年度にかけて実施している２つの事業を紹介します。

会長
大下�教夫さん

コミュニティプラザ栃谷（今秋開店予定）
　コミュニティプラザ栃谷
は、栃谷地縁グループ（岡
本日出夫代表）が手掛けて
います。空き店舗を改修し、
小規模農家や地域の高齢者
が生産した農産物を気軽に
持ち寄って販売することが
できる場所として利用予定
です。あわせて、これまで
販売されずに破棄されてき
た農産物の直売や加工食品
も販売。お年寄りの野菜作
りに生きがいを創出してい
きます。
　また、同店舗には多目的

ルームを併設し、地域住民
の憩いの場を作ります。
●農産物の直売事業
販売ルートを持たない地域
の小規模農家や高齢者が生
産した農産物を直売します。
●漬物等の加工販売事業
破棄されてきた農産物を加
工食品として販売します。
●多目的ルームの整備
一人暮らしのお年寄りの生
きがいや、子どもからお年
寄りまでが集える、地域の
コミュニティの場を作りま
す。

宇川アクティブライフハウス
　宇川アクティブライフハ
ウス（大下教夫会長）は、
地域で元気に活動してい
る、宇川加工所、囲碁同好
会や区長会が一緒になって
構成しています。旧下宇川
保育所を活用し、世代間交
流ができるサロンなど、高
齢者や子どもたちが気軽に
集える場所と機会を設けて
います。さらに、宇川地域
の食材を使ったブランド産
品づくりにも取り組んでお
り、地域の活性化を図って
います。

●商品開発事業
天然青のり、米ぬかなど、
地域の食材を利用し、「磯
クッキー」や「米ぬかケー
キ」などを作成。収益力を
高める取り組みを進めてい
ます。
●世代間交流サロン事業
世代間交流では、卓球台を
設置して子どもと一緒に汗
を流したり、地域の高齢者
らが伝承文化などを子ども
たちに伝えたりしており、
子どもたちの地域への興味
や愛着心を育てています。

　宇川地域の各種団体の活動拠
点にしたいと思っています。今後は、
サロンのほかに朝市など、宇川の
農産物や開発した特産品の直売所
も開設していきます。

【問い合わせ】事務局長 小林文博
　携帯　☎ 090-5254-5075

　地域の皆さんが家庭菜園で作
られた野菜の販売を通じて、お年
寄りの生きがいづくりや、コミュニ
ケーションづくりのお手伝いがで
きればと思っています。

【問い合わせ】岡本日出夫
　携帯　☎ 090-7484-1034

代表
岡本日出夫さん
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美
し
く
豊
か
な
砂
浜
海
岸
を
有

す
る
自
治
体
が
相
互
に
連
携
し
、

積
極
的
に
海
岸
の
環
境
保
全
と
活

用
に
よ
る
に
ぎ
わ
い
を
創
出
し
よ

う
と
７
月
20
日
、
網
野
町
木
津
で

「
日
本
一
美
し
く
豊
か
な
砂
浜
海

岸
の
ま
ち
協
議
会
」
創
設
総
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
初
会
合
と
な
る
こ
の
日
、
全
国

57
自
治
体
の
う
ち
12
市
町
の
副
市

長
や
担
当
者
を
は
じ
め
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
日
本
ビ
ー
チ
文
化
振
興
協
会

理
事
長
の
朝
日
健
太
郎
さ
ん
ら
が

出
席
し
ま
し
た
。

　
開
会
に
当
た
り
、
開
催
地
を
代

表
し
中
山
市
長
が
あ
い
さ
つ
。「
地

域
の
宝
で
あ
る
砂
浜
海
岸
を
活
用

し
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
を
通
し
て

年
中
に
ぎ
わ
う
ビ
ー
チ
と
し
て
、

ま
た
各
地
で
横
断
的
な
取
り
組
み

を
推
進
し
、
地
域
創
生
や
地
球
環

境
の
保
全
に
つ
な
げ
た
い
」
と
抱

負
を
述
べ
ま
し
た
。

　
会
議
で
は
、
同
会
の
創
設
趣
旨

や
会
則
の
承
認
の
ほ
か
、
各
自
治

体
が
実
施
す
る
取
り
組
み
や
課
題

に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。

　

基
調
講
演
で
は
、
ビ
ー
チ
ス

ポ
ー
ツ
の
魅
力
を
発
信
す
る
た

め
、
世
界
中
で
砂
浜
活
用
を
実
践

まちづくり

日
本
一
美
し
く
豊
か
な
砂
浜
海
岸
の
ま
ち
協
議
会
創
設

積
極
的
な
砂
浜
海
岸
の
活
用
と
保
全
へ
全
国
57
自
治
体
が
加
盟

初会合で福岡県行橋市の取り組みを紹介する山本英
二副市長

公共交通

京
丹
後
市
地
域
公
共
交
通
会
議
を
開
催

Ｅ
Ｖ
乗
合
タ
ク
シ
ー
運
行
へ

　
人
と
環
境
に
や
さ
し
い
次
世
代

へ
向
け
た
公
共
交
通
の
実
現
に
向

け
、
Ｅ
Ｖ
（
電
気
自
動
車
）
乗
合

タ
ク
シ
ー
の
運
行
計
画
を
議
題
と

す
る
「
京
丹
後
市
地
域
公
共
交
通

会
議
」
が
８
月
４
日
、
京
丹
後
市

役
所
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
議
で
は
、
市
の
担
当
者
か
ら

公
募
（
企
画
提
案
方
式
）
に
よ
り
、

丹
後
海
陸
交
通
株
式
会
社
を
Ｅ
Ｖ

乗
合
タ
ク
シ
ー
運
行
事
業
者
に
決

定
し
た
経
緯
が
報
告
さ
れ
た
後
、

同
社
の
担
当
者
か
ら
、
運
行
計
画

内
容
が
説
明
さ
れ
、
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　
同
社
で
は
、
同
会
議
の
承
認
を

受
け
、
今
秋
の
運
行
開
始
に
向

け
、
運
行
許
可
の
取
得
等
の
手
続

き
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま

す
。

　
　
主
な
計
画
の
内
容

　
運
行
開
始
は
10
月
１
日
を
予
定

し
、
運
行
エ
リ
ア
は
、
タ
ク
シ
ー
空

白
地
で
あ
る
網
野
町
と
久
美
浜
町

と
す
る
。
乗
る
場
所
は
、
網
野
町

と
久
美
浜
町
の
み
で
、
降
り
る
場
所

は
、
京
丹
後
市
内
お
よ
び
兵
庫
県
豊

し
、
ま
た
本
市
の
砂
浜
の
活
用
を

通
じ
た
ま
ち
づ
く
り
に
も
携
わ
る

朝
日
理
事
長
が「
未
来
へ
つ
な
ぐ
、

豊
か
な
ビ
ー
チ
ラ
イ
フ
」と
題
し
、

先
進
事
例
や
活
用
の
メ
リ
ッ
ト
、

保
全
に
係
る
課
題
な
ど
を
紹
介
し

ま
し
た
。

　
同
会
は
今
後
、
参
画
自
治
体
の

施
策
や
活
動
の
情
報
共
有
、
情
報

誌
の
発
行
、国
等
へ
の
施
策
提
言
、

会
員
の
拡
大
な
ど
を
行
う
予
定
と

し
て
い
ま
す
。

まちづくり

弥
栄
町
・
野
間
地
区
の
活
性
化
へ

「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
」に
和
家
佐
さ
ん

　
市
で
は
、
総
務
省
の
「
地
域
お

こ
し
協
力
隊
」
制
度
を
活
用
し
、

弥
栄
町
野
間
地
区
の
活
性
化
を

図
る
た
め
、
木
津
川
市
出
身
の
和わ

家か

佐さ

直な
お

規き

さ
ん
（
29
）
を
８
月
３

日
（
１
日
付
）、「
京
丹
後
市
地
域

お
こ
し
協
力
隊
員
」
と
し
て
委
嘱

し
ま
し
た
。

　

委
嘱
式
で
中
山
市
長
は
、「
野

間
地
域
に
は
、
野
間
川
や
谷
を
は

じ
め
、
素
晴
ら
し
い
森
林
資
源
が

た
く
さ
ん
あ
る
。
ぜ
ひ
、虫
や
魚
、

花
、
空
き
家
を
活
用
す
る
な
ど
面

白
い
こ
と
を
企
画
し
て
、
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
。
剪
定
や

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
指
導
員
の

経
験
が
あ
る
和
家
佐
さ
ん
は
、「
農

業
や
川
魚
つ
か
み
体
験
な
ど
の
企

画
を
は
じ
め
、
野
間
地
域
の
魅
力

を
発
信
し
た
い
。
地
域
の
皆
さ
ん

と
交
流
を
深
め
、
私
の
元
気
や
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
分
け
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
」
と
抱
負

を
話
し
て
い
ま
し
た
。

和家佐  直規さん

ス
ポ
ー
ツ
観
光
・
交
流
課

☎
６
９
‐
０
４
７
０

岡
市
。
運
行
時
間
は
、
午
前
８
時
半

～
午
後
５
時
半
（
予
約
は
午
前
７
時

半
～
午
後
６
時
半
）
ま
で
。
運
賃
は

１
回
当
た
り
５
０
０
円
。（
た
だ
し
、

町
域
を
超
え
る
場
合
は
、
超
え
る
毎

に
２
５
０
円
を
加
算
）

　

さ
ら
に
、
買
い
物
代
行
（
15
分
当

た
り
４
０
０
円
）
や
少
量
貨
物
を
輸

送
（
１
回
当
た
り
５
０
０
円
）
す
る

サ
ー
ビ
ス
を
実
施
。

　
　

企
画
政
策
課

☎
６
９
‐
０
１
２
０



行政の効率化や皆さんの利便性を高めるための「個人番号」

マイナンバー制度がはじまるよ
マイナンバーは、住民票を有する全ての方に１人１つの番号を付して、
社会保障、税、災害対策の分野で効率的に情報を管理し、複数の機関
に存在する個人の情報が同一人の情報であることを確認するために活
用されるものです。今回は、マイナンバー制度の概要をお伝えします。

何のために導入されるの？

番号は変更できるの？

個人番号は自由に使っていいの？

個人情報が外部に漏れないの？

　導入の理由（効果）は、大きく３つあります。
①所得や他の行政サービスの受給状況を把握しやすくし、不正な給付を防止するとともに、本当
に困っている方にきめ細かな支援が行えます。②添付書類の削減など、皆さんの行政窓口での負
担が軽減されます。③行政機関などで、情報の照合や転記、入力などに要している時間や労力が大
幅に削減されます。

　10月以降、地方公共団体情報システム機構（J-LIS）より、
住民票の住所にマイナンバー（12桁の個人番号）の記載され
た「通知カード」が、簡易書留で送付されます。（原則として、
住民票に記載された世帯ごとに送付されます。）

※今のお住いと、住民票の住所が異なる方は、通知カードを確
　実に受け取ることができない可能性がありますので、実際に
　お住まいの市町村へ住所変更の手続きを行ってください。

　番号が漏えいし、不正に使われるおそれがある場合を除いて、マイナン
バーは一生変更されません。通知カード等は大切に保管してください。

　法律で定められた目的以外にむやみに他人にマイナンバーを提供することはできません。他人の
マイナンバーを不正に入手したり、他人のマイナンバーを取り扱っている人が、マイナンバーや個人
の秘密が記録された個人情報ファイルを他人に不当に提供したりすると、処罰の対象になります。

　マイナンバーを安心・安全にご利用いただくために、制度面とシステム面の両方から個人情報
を保護するための措置を講じています。制度面の保護措置としては、法律に規定があるものを除
いて、マイナンバーを含む個人情報を収集したり、保管したりすることを禁止しています。また、
特定個人情報保護委員会という第三者機関が、マイナンバーが適切に管理されているか監視・監
督を行います。さらに法律に違反した場合の罰則も、従来よりも重くなっています。
　システム面の保護措置としては、個人情報を一元管理するのではなく、従来通り、年金の情報は
年金事務所、税の情報は税務署といったように分散して管理します。また、行政機関間で情報のや
りとりをするときも、マイナンバーを直接使わないようにしたり、システムにアクセスできる人
を制限したり、通信する場合は暗号化を行います。

Q1

Q6

Q2

Q3

Q4

Q5

9：30～ 17：30■マイナンバーに関するお問い合わせは マ　  イ     ナン バー

コールセンター全国共通ナビダイヤル 0570-20-0178
【総務省ホームページ】

（土日祝日、年末年始を除く）

http://www.cas.go.jp/jp/seisaku/bangoseido/index.html

給付を防止す とともに

いつから、どんな場面で使うの？
　平成28年１月から、社会保障、税、災害対策の行政手続にマイナンバーが必
要になります。マイナンバーは社会保障、税、災害対策の中でも、法律や自治体
の条例で定められた行政手続でしか使用することはできません。
　なお、民間企業では、従業員の健康保険や厚生年金の加入手続、源泉徴収手
続きのほか、証券会社や保険会社等の利金・配当金・保険金等の税務処理等に
もマイナンバーを使用します。

住民票の住所地でマイナンバーを受け取れない方は申請を！
　下記のやむを得ない理由により住民票の住所地でマイナンバーの通知を受け取るこ
とができない方は、居所情報登録申請書を住民票のある住所地の市区町村に持参又は
郵送してください。申請期間は8月24日～9月25日（持参または必着）です。

◎年金の資格取得や確認、給付
◎雇用保険の資格取得や確認、給付
◎ハローワークの事務
◎医療保険の給付の請求
◎福祉分野の給付、生活保護　など

※このほか、社会保障、地方税、災害対策に関する事務やこれらに類する事務で、地方公共団体が条例で定める事務に
　マイナンバーを利用することができます。

◎税務当局に提出する申告書、
　届出書、調書などに記載
◎税務当局の内部事務
　　　　　　　　　　　など

◎被災者生活再建支援金の支給
◎被災者台帳の作成事務
　　　　　　　　　　　　など

社会保障
年金・労働
医療・福祉

災害
対策税

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は

次
の
よ
う
な
場
面
で

使
い
ま
す

国民の皆さまは行政機関や民間企業等へのマイナンバーの告知が必要となります。

毎年6月の児童手当の現況届の際に
市区町村にマイナンバーを提示します

厚生年金の裁定請求の際に年金事務所
にマイナンバーを提示します

証券会社や保険会社等にマイナンバー
を提示し、法定調書等に記載します

勤務先にマイナンバーを提示し
源泉徴収票等に記載します

勤務先

年金事務所

金融機関

市区町村

顧客の個人番号を法定調書
等に記載して税務署などに
提出します

従業員やその扶養家族の個人番
号を源泉徴収票等に記載して税
務署や市区町村に提出します

0000000000
00

0000000000
00

0000000000
00

0000000000
00

※やむを得ない理由
　東日本大震災による被災者で住所地以外の居所に避難されている方
　ＤＶ、ストーカー行為等、児童虐待等の被害者で住所地以外の居所に移動されている方
　一人暮らしで、長期間、医療機関・施設に入院・入所されている方
　申請が認められた方は、居所情報登録申請書に記載された居所にあなたの「マイナンバー」を
　お知らせします。
※申請書は、お近くの市区町村、総務省ホームページなどで入手（ダウンロード）できます。
　総務省ホームページ　http://www.cas.go.jp/jp/seisaku/bangoseido/index.html

マイナンバーは、いつ分かるの？
0123

京丹後 太郎

峰山町杉谷889

4567 8901

見　本

2015.099 82015.09
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▶
多
く
の
見
物
客
が
見
守
る
中
、
水
に
浸
か
り
な
が
ら
豪
快

に
神
輿
を
持
ち
上
げ
る
担
ぎ
手
た
ち

　網野町浅茂川区で７月30 日、恒例の「水無月祭」（同
実行委員会主催）が営まれました。神

み

輿
こし

を担いで海へ入る
勇壮な「海上渡御」や約 2,000 発の打ち上げ花火があり、
大勢の見物客でにぎわいました。
　午後１時半、地区の青年ら約150 人は、神輿を担いで
同区の日吉神社を出発し、「ジョーサージャー」と独特の掛
け声を響かせながら区内を巡行。午後４時前、八丁浜に到
着すると、担ぎ手たちは海へ入り、海上の祭壇を中心に３
度回りました。胸まで水に浸かりながら豪快に神輿を持ち
上げると、観客から大きな拍手が送られていました。

　京都市右京区にある学校法人花園学園花
園中学高等学校の体験学習が 8 月 3 日か
ら２泊 3 日の日程で行われ、同校の中学一
年生 33 人が京丹後市内で工場見学や民泊
体験を行いました。この取り組みは、本市
の滞在型観光推進のため誘致を行ったもの
で、伝統産業や農村文化等の地域資源を活
用したモデルツアーとして実施したもので
す。
　一行は、丹後織物工業組合中央加工場で
の見学、ちりめん細工体験、琴引浜及び琴
引浜鳴き砂文化館での鳴砂体験のほか、各
班に分かれてバター作り、竹細工、ブルベ
リー狩り、川遊び・生き物調査、藤布織り
体験なども実施しました。さらに、奥大野
の農家、青木伸一さんの農場で「芋づる」
を収穫。地区の主婦などが「きんぴら」に
調理し、試食しました。初めて食べたとい
う村田玲

れ

生
お

君は「しゃきしゃきしておいしい」と笑顔
を見せていました。
　また、体験学習について岩木渉君は「今までに体験
したことのないことばかりで、学校で学べないことも
たくさん教わった。民泊が一番楽しかった」と話して
いました。

　千日会観光祭（同実行委員会・久美浜町
観光協会主催）が８月９日、久美浜公園周
辺で開かれ、1,160 発の打ち上げ花火や約
3,300 基の灯籠が真夏の夜を彩りました。
　「この日に参ると千日分のご利益がある」
といわれる如意寺の千日会にちなんだ夏祭
りで、今年が 60 回目。
　午後７時半、かぶと山中腹の大文字点灯
と同時に、次々と花火が打ち上げられ、夜
空に大輪の花が咲き誇りました。久美浜湾
には一斉に灯籠が流され、色鮮やかな光の
競演に、訪れた約１万 1 千人が見入ってい
ました。

　間人川そそ祭（同実行委員会主催）が 8 月1日、立岩（丹
後町間

た い ざ

人）で開かれ、地区の住民たちが祖先への感謝を
捧げるとともに、家内安全や豊漁を願いました。この祭
りは、古来から海運業を営んできた東

あずま

姓の住民が中心
となって数百年前から行われています。
　この日は、東幸治郎さん、東勇気さんが白装束をまと
い、立岩の頂上で祈祷を捧げたほか、竹野神社の櫻井
宮司による祭礼などが行われ、多くの参拝者でにぎわい
ました。
　実行委員長の東和彦さんは「同姓の者が一堂に会して
祭りを行うのは、全国的にも大変めずらしい。これからも、
途絶えさせずに引き継いでいきたい」と話していました。

立岩に登り家内安全・豊漁祈願
東氏が中心となり「間人川そそ祭」開催

丹 後 町
8月1日

▲久美浜の夏を彩る打ち上げ花火と大文字、灯籠
の競演

神輿担ぎ豪快に“海上渡御”
浅茂川区で恒例の「水無月祭」

網 野 町
7月30日

▲よさこい踊りで会場を盛り上げた「京丹後よさこい連」の皆さん

久美浜町
8月9日

久
美
浜
の
夜
空
に
大
輪
咲
く

千
日
会
観
光
祭
に
１
万
１
千
人

大宮町ほか

京
都
市
内
の
中
学
生
が
民
泊
体
験

花
園
中
学
の
教
育
旅
行
で
33
人
が
来
丹

8月3～5日

　住民手作りの夏祭り「小西川リバーサイ
ドフェスティバル」が８月８日、峰山町の
小西川沿いにある御旅市場アーケードや周
辺道路を会場に開かれました。
　まちにかつてのにぎわいを取り戻そう
と、住民の若手有志を中心に市内団体など
で構成する同実行委員会が初開催。「交流」

「手作り」「参加型」をコンセプトに、ステー
ジイベントや、そうめん流し、竹を使った
工作教室、お化け屋敷などさまざまな催し
が企画されました。
　小西川沿いの道路に設置されたステー
ジでは、ゆうかりこども園の園児によるよ
さこい踊り、ブルーエンジェルスのダンス
に続き、峰山高軽音楽部が軽快な演奏を
披露。地元のフラダンスグループも登場し、
祭りを盛り上げました。会場には、飲食屋
台のほか、射的や輪投げなど子ども向けの
ゲームコーナーもあり、夜まで多くの家族
連れなどでにぎわっていました。
　山田勝実行委員長は「大勢の方に参加い
ただき、世代を超えて交流を深める機会になった。来
年もぜひ開催したい」と祭りの成功を喜んでいました。

◀
軽
快
な
演
奏
で
祭
り
を
盛
り
上
げ
る
峰
山
高

軽
音
楽
部

▲青木さんのほ場で、芋づるを収穫する中学生たち

▶
立
岩
の
頂
上
で
祈
願
す
る
た
め
、
岩
場
を

登
る
東
幸
治
郎
さ
ん
た
ち

多
彩
な
ス
テ
ー
ジ
で
観
客
を
魅
了

丹
後
王
国
「
食
の
み
や
こ
」
で
フ
ェ
ス
タ
飛
天
8月1・2日
弥 栄 町

スマートフォンなどの端
末を使って右のコードを
読み取ると、動画が再生
されます。※機種等によ
り再生されない場合があ
ります。

「フェスタ飛天」
ステージの様子

　京丹後に伝わる「羽衣伝説」や「七夕伝説」
をモチーフにした夏の恒例イベント「フェス
タ飛天 2015in 京丹後」が８月１、２日の両日、
丹後王国「食のみやこ」（弥栄町）で開かれ、
訪れた約２万５千人が多彩な催しを楽しみま
した。地域活性化や観光振興を目的に同実
行委員会が主催。24 回目となる今年は、初
めて峰山町外へ会場を移し、２日間に拡大し
て開催されました。
　１日目の前夜祭では、競技用自転車 BMX
を 操 る「Jumpers Store」 が 登 場。 会 場
に設置されたジャンプ台を使って、次々に
華麗なパフォーマンスを披露しました。続
いて、京丹後市出身の４人組ロックバンド

「UNCHAIN」が凱旋ライブを行い、軽快な
演奏で会場を沸かせました。
　２日目は、峰山中吹奏楽部の演奏でイベントがスタート。

「よさこいサマーナイト」では、市内で活動する７団体が
それぞれ独自にアレンジした華やかな演舞を披露しまし
た。夜には、メーンゲストのシンガーソングライター山根
康広さんが登場し、代表曲「Get Along Together」な
どを熱唱。会場に詰めかけた観客を魅了しました。
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8月8日
峰 山 町



122015.09

　平成 23 年から丹後機械工業協
同組合の理事長として活躍。力強い
リーダーシップで組合運営や業界振
興に尽力したほか、広い視野を持ち、
外視察や峰山高等学校とのインター
ンシップ等の様々な活動を企画実行
し、業界の発展に貢献されました。

京都府中小企業団体中央会創立 60周年記念
中小企業庁長官表彰

  

　  

山
本
　
正 

さ
ん(

66)

（
峰
山
町
丹
波
）【元峰山町議会議員】

　昭和 54 年に初当選し、昭和 58
年まで、さらには昭和 62年から平成
７年までの長きにわたり峰山町議会議
員として活躍。平成３年からの４年間
は議会議長を務め、卓越した見識と
調整力により、円滑な議会運営に尽力
し、町行政の発展に貢献されました。

叙　勲
旭日単光章（地方自治功労）

（
久
美
浜
町
）

【元特定郵便局長】
　昭和18 年から平成２年までの長
きにわたり、郵便局員として活躍。
昭和 56 年からは丹後木津郵便局長
を務め、職員教育や管理業務に尽
力したほか、竹野部会部会長として
他局との連携強化に努め、郵政事
業の発展に貢献されました。

高齢者叙勲
瑞宝双光章（郵政事業功労）

大
森
　
光み

つ

二じ 

さ
ん(

88)

広
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町別の人口
町　別 人　口 世帯数 町　別 人　口 世帯数
峰 山 町 12,579 人 5,112 世帯 丹 後 町 5,664 人 2,367 世帯
大 宮 町 10,525 人 4,190 世帯 弥 栄 町 5,223 人 1,964 世帯
網 野 町 13,817 人 5,367 世帯 久美浜町 10,100 人 3,690 世帯

平成 27 年７月末現在の町別人口・世帯数は以下のとおりです。

※住民基本台帳（外国人含む）による

　平成11年から現在までの約15 年
間にわたり、海上安全指導員として活
躍。久美浜町を拠点に、モーターボー
トや水上オートバイ、ヨットなどのプレ
ジャーボートを中心に安全パトロール、

訪船活動を実施して、船舶の安全運
行に関する情報を提供するなど、海難
防止の啓蒙活動に尽力し、海上保安
に貢献されました。

海上安全指導員
海上保安庁長官表彰

加治 春夫 さん（67）
（久美浜町）

坪坂 陽市 さん（70）
（久美浜町蒲井）

坪坂 且也 さん（44）
（久美浜町浦明）

広報クイズがインターネットから
応募できるようになりました。以
下のウェブサイトにアクセスし、
必要事項を入力してご応募くだ
さい。抽選で５人の皆さんに図書
カード500 円分をプレゼント！

広報クイズ
ネット受付を開始 !!

ウェブサイト
https://www.shinsei.elg-front.
j p / k y o t o /u k e t s u k e /s f o rm .
do?acs=kohoquiz
ＱＲコードからも
アクセスできます
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オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。
行
っ
て
み
た
い
な
～
！

【
大
宮
町
・
70
代
・
女
性
】

▼
８
月
号
の
「
旬
★
感
た
ん
ご
は
ん
」

の
コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
さ
れ
て
い
た
、

と
う
も
ろ
こ
し
の
し
ら
あ
え
が
と
て

も
興
味
深
か
っ
た
で
す
。
ま
た
と
う

も
ろ
こ
し
が
と
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

ら
、
作
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
【
久
美
浜
町
・
20
代
・
女
性
】

▼
私
は
と
う
も
ろ
こ
し
が
毎
年
実
が

ぎ
っ
し
り
つ
ま
っ
た
も
の
が
出
来
ま

せ
ん
。
愛
情
が
不
足
し
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。【

網
野
町
・
70
代
・
女
性
】

▼
峰
山
海
軍
航
空
隊
に
居
ら
れ
た
小
林

さ
ん
の
記
事
が
あ
り
ま
し
た
が
私
も

ち
ょ
う
ど
そ
の
時
、
峰
山
工
業
学
校

の
学
徒
動
員
で
滑
走
路
の
迷
彩
と
し

て
黒
い
泥
状
の
も
の
を
手
で
塗
る
作

業
を
し
て
い
ま
し
た
。
７
つ
ボ
タ
ン

の
予
科
練
さ
ん
は
あ
こ
が
れ
で
し
た
。

【
峰
山
町
・
80
代
・
男
性
】

▼
小
林
さ
ん
の
お
話
が
凄
く
心
に
響
き

ま
し
た
。こ
う
い
っ
た
体
験
談
を
も
っ

と
載
せ
て
欲
し
い
。

【
峰
山
町
・
30
代
・
男
性
】

▼
広
報
ク
イ
ズ
を
い
つ
も
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。【

大
宮
町
・
60
代
・
男
性
】

このコーナーでは、地域の方から旬の食材を使った料理を教わり、料理初心者の広報マンが、レシピと共に体験レポートを紹介します。

京丹後の食材で簡単レシピ 旬★感 たんごはん Vo l . 2 1

1.	バターナッツかぼちゃは皮をむき、下部にある種とワタを
取り除いて、３cm角程度に切る。玉ねぎは薄くスライスする。

2.	鍋に１の野菜と水、コンソメを加え火にかける。沸騰したら
ふたをし弱火で10 分煮込む。煮込んだら火を止め冷ます。

3.	冷めた野菜をスープごとミキサーにかける。	
※熱いままミキサーにかけると、中身が飛び出す危険があ
りますので注意しましょう。

4.	ピューレ状になったものを鍋に戻し牛乳を加え、沸騰寸前
で火を止め、塩こしょうで味付けをしたら完成。

作り方

　バターナッツかぼちゃは、皮が硬いため皮をむ
くときは十分注意をしてください。ミキサーにか
けるときは、少し食感が残る程度が美味しいです

よ。塩こしょうは最後にトッピングする感じで、仕上げにパセリ、
生クリームで飾りつけをしたらオシャレなポタージュになります。
　バターナッツかぼちゃは普通のかぼちゃとは違い、味があっ
さりしているので夏場でも美味しく召し上がっていただけます。
冷製スープにしてもいいですよ！

　久美浜で見つけたちょっと珍しい名前の野菜‟バターナッツかぼちゃ”。今回はシンプルに素材を
味わえるポタージュを教えていただきました。煮込んでいくと程よく甘い香りが漂います。味は見た
目よりもあっさりしており、バターが入っているようなまろやかさ。ふんわりとかぼちゃの風味も感じ
られます。また、かぼちゃなどの緑黄色野菜に含まれるβ-カロテンが、バターナッツかぼちゃに
は特に多く含まれているとのこと。栄養たっぷりで健康にも良い一品。夏バテ対策にもオススメです！

教えてくれたひと
中村	智彦さん	（久美浜町）

バターナッツかぼちゃのポタージュ

材料（４人分）

・バターナッツかぼちゃ…１個 ・水 …800cc

・たまねぎ（中） …１個 ・固形コンソメ …１個

・牛乳 …200cc

・塩こしょう …適量

体験レポート

バターナッツかぼちゃは、

ひょうたんに似た型をしており、

皮は肌色に近くツルツル。

種が少なくナッツのような風味が

特徴です！ 【丹後機械工業協同組合理事長】

（
峰
山
町
四
軒
）



生まれてきてくれてありがとう
　このコーナーでは、弥栄病院で赤ちゃん誕生の瞬間を喜ぶご家族の姿を紹介します。
ご応募いただいた全ての方を掲載しています。どしどしご応募ください。

石田 熙
ひろむ

ちゃん（男の子）
7月生まれ・2,698㌘
母：志織さん　父：憲彰さん中村 美

み は る

晴ちゃん（女の子）
7月生まれ・3,120㌘
母：美穂さん　父：泰

よし

悟
のり

さん

さと
がえ
り

（与謝野町／実家 : 網野町網野）

（久美浜町佐野）

総務省統計局・京都府・京丹後市からのお知らせです

調査員は、「国勢調査員証」を身に付けています。不審に思われた場合には、
京丹後市役所総務課（☎69－0140）までお問い合わせください。
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地域医療の現場から
The Healthy Life

市立弥栄病院
理学療法士

梅田 匡
まさ

純
ずみ

文
張り切り過ぎてアキレス腱断裂
　　　アキレス腱断裂予防と応急処置

　まもなく、スポーツの秋が到来しますね。運動会で、
わが子や観客を前につい張り切りすぎて、「こんなは
ずでは…」と転んでしまうお父さんも少なくないは
ず。今回は、この時期に多い「アキレス腱断裂」に
ついてお話します。

どんな人が起こしやすいの？
　若いころスポーツマン。今も運動に自信のある 30
～50歳の人です。最近は女の人も増えました。特に、
野球やテニスなどの球技、剣道などとっさな動きが
求められるスポーツを行う人は、注意が必要です。

原因は？
　筋肉や腱の退行性変化（コラーゲンの変性）が基
盤にあります。またアキレス腱炎の発症は危険因子
だといわれています。昔から準備運動不足もいわれ
ますが、今のところ、アキレス腱断裂発生との関連
について、明確な報告はないようです。

起こったときはどんな感じ？
　受傷時は、強い痛みを感じない人も多く、「ポンっ
という破裂音がした」「ボールが当たった」「ふくら
はぎを蹴られた」という程度の場合もあります。

アキレス腱断裂のサインは？
　腱の張りがなく、見た目にもへこんでいます。ア
キレス腱部分を指で抑えると、腱の部分が沈みます。
また、「足首全体が腫れぼったい」「つま先立ちがで
きない」などの場合は、アキレス腱断裂のサインと
いえます。さらに、トンプソンテスト（下図）も有
効です。

応急処置はできるの？
　グラウンドや体育館でも応急処置ができます（下
図）。無理に歩いたりストレッチしたりするのは絶対
にやめ、直ちに医療機関で受診してください。

予防に有効なストレッチは？
　「ある筋肉を縮めるとその反対の動きをする筋肉が
ゆるむ」という筋肉の特性を利用した、ダイナミッ
クストレッチ（下図）が効果的です。

　“スポーツの秋”がやってきます。今回は、
運動会で頑張るお父さんに、理学療法士
の梅田さんからアドバイスをいただきます。

正常断裂
◀①うつ伏せに
寝てひざを折り、
ふくらはぎをつ
まみます。②正
常な人はつま先
が立ちますが、
アキレス腱を断
裂している人は、
足があがってき
ません。

トンプソンテスト（日本整形外科学会ＨＰから転載）

①大会パンフレットなどの冊子を２冊、タオルを２枚、
バスタオルを１枚、テーピングテープを用意します。
②足の長さに合わせて冊子を縦に重ね、テーピング
テープで留めます。③バスタオルでくるみます。④図
のように足に巻き、タオルで２カ所固定します。

①脚を曲げた状態で足首を
立てます。②呼吸は止めな
いで徐々にひざを伸ばして
いきます。③ふくらはぎにス
トレッチ感を感じたところで
１０秒間キープします。

① ②

③ ④

① ②

③

ブチッ
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　あみの・久美の浜・よさのうみの３福祉会から７月
16 日、障害者への差別禁止や権利保障などをうたう「障
害者権利条約」をテーマにした絵本 32 冊を、市内の小・
中学校などに寄贈いただきました。
　この日は、各福祉会が運営する障害者福祉施設の利
用者３人が市教委を訪問。あみの福祉会チューリップハ
ウスの平井加奈さんが「障害者が普通に暮らせるための
制度の絵本です。ぜひ読んでください」とあいさつし、
久美の浜福祉会かがやきの杜の中江真

ま
弥
や

さんと、よさの
うみ福祉会障害児者多機能型生活支援センターろむの
糸井昂

こう
樹
き

さんが米田敦弘教育長に絵本を手渡しました。
米田教育長は「学校の図書室や教室に置いて、みんな
が読めるように大事に活用します」と話しました。
　寄贈された『えほん 障害者権利条約』は、市立図書
館（室）にも配置されています。

障害者権利条約 絵本で知って
３福祉会が小・中学校などに 32 冊を寄贈

◀
米
田
教
育
長
に
障
害
者
権
利
条
約
を

テ
ー
マ
に
し
た
絵
本
を
手
渡
す
障
害
者
福

祉
施
設
の
利
用
者
た
ち

　
岩い

わ

屋や

寺じ

（
大
宮
町
谷
内
）
に

あ
る
大お

お

江え

山や
ま

鬼お
に

退た
い

治じ

絵え

巻ま
き

は
、

平
安
時
代
中
期
の
武
将
で
あ
る

源み
な
も
と
の

頼よ
り

光み
つ

と
そ
の
家か

臣し
ん

た
ち
が

大
江
山
に
住
む
鬼
を
退
治
し
た

武
勇
伝
を
描
い
た
も
の
で
す
。

鬼
は
酒し

ゅ

呑て
ん

童ど
う

子じ

と
呼
ば
れ
、
伝

説
の
舞
台
は
丹
波
の
大
江
山
と

す
る
説
と
近
江
（
滋
賀
県
）
の

伊い

吹ぶ
き

山や
ま

と
す
る
も
の
が
あ
り
ま

す
。
岩
屋
寺
の
絵
巻
は
、
伊
吹

山
を
舞
台
と
す
る
も
の
で
、
詞こ

と
ば

書が
き

（
説
明
文
）
の
な
い
も
の
で

す
。
江
戸
時
代
後
期
に
書
か
れ

た
『
丹た

ん

哥か

府ふ

志し

』
に
も
記
さ
れ

て
お
り
、
早
く
か
ら
知
ら
れ
て

い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　
絵
巻
の
内
容
は
、
石
清
水
八

幡
宮
・
住
吉
社
・
熊
野
社
の
三

社
に
祈
願
し
た
後
、
山
伏
姿
で

山
中
に
分
け
入
っ
た
頼
光
一
行

が
、
宴
会
で
酩め

い

酊て
い

し
た
酒
呑
童

子
の
首
を
刎は

ね
、
略
奪
さ
れ
た

女
性
を
助
け
出
し
凱が

い

旋せ
ん

し
た

様
子
を
描
い
て
い
ま
す
。
描
き

方
な
ど
か
ら
江
戸
時
代
の
は
じ

め
に
狩か

野の
う

派
の
絵
師
が
描
い
た

も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

大
江
山
の
鬼
退
治
伝
承
を

描
い
た
貴
重
な
絵
巻
で
あ
る
点

が
評
価
さ
れ
、
平
成
２
年
３
月

15
日
付
け
で
大
宮
町
指
定
文

化
財
（
絵
画
）
に
指
定
さ
れ
、

平
成
16
年
の
京
丹
後
市
発
足

に
伴
い
市
指
定
文
化
財
と
な
っ

て
い
ま
す
。（
文
化
財
保
護
課
）

京
丹
後
市
の
文
化
財 

113

岩
屋
寺

大
江
山
鬼
退
治
絵
巻

大江山鬼退治伝承を描いた貴重な絵巻

大宮町
下常吉

大宮南
小学校

文○

大宮町
谷内

312

76

↑至峰山町

岩屋寺
→
至
与
謝
野
町

大江山鬼退治絵巻（岩屋寺所蔵）

　山陰海岸ジオパークでは、9月15～
20日に「ＡＰＧＮ（アジア太平洋ジオ
パークネットワーク）山陰海岸シンポジ
ウム」を山陰海岸ジオパークエリア全域
で、9月15～ 16日に「ＪＧＮ（日本
ジオパークネットワーク）ガイドフォー
ラム」を京丹後市で開催します。
　日本で初めて開催するＪＧＮガイド
フォーラムでは、有料プログラムの一部
を一般公開し、スクリーンにジオパーク
の風景を映しながら、観覧者に向けツ

アーのガイドを実演する「バーチャルジ
オツアー」を実施します。ツアーを実演
するのは日本各地で活躍している名物
ガイド。北海道のアポイ岳から九州の
阿蘇まで、９地域のジオパークを巡る
仮想旅行をお楽しみいただけます。
　また、会場となるアミティ丹後では、
世界や日本のジオパークを紹介するジ
オパークＰＲ展のほか、山陰海岸ジオ
パーク写真コンクール入賞作品も展示
します。皆さんもぜひ、ご参加ください。

ジオパーク仮想旅行「バーチャルジオツアー」
ジオパークＰＲ展を開催

　

本
紙
２・
３
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

る
よ
う
に
、
去
る
、
７
月
28
日
に
、

名
古
屋
駅
近
く
の
メ
イ
ン
通
り
の
一

角
に
、「
京
丹
後
市
名
古
屋
事
務
所
」

を
開
設
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
河
村

名
古
屋
市
長
や
中
部
経
済
連
の
小
川

常
務
な
ど
名
古
屋
市
、
愛
知
県
及
び

地
元
京
都

府
の
多
く

の
関
係
者

の
皆
さ

ん
に
も
ご
臨
席
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

今
後
、
事
務
所
の
運
営
を
お
願
い
す

る
沖
田
会
長
は
じ
め
京
丹
後
市
商
工

観
光
関
係
６
団
体
の
皆
さ
ん
か
ら
な

る
京
丹
後
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

な
ど
多
く
の
市
内
関
係
者
と
と
も
に

今
後
の
各
種
交
流
促
進
を
誓
っ
た
と

こ
ろ
で
す
。

　

今
回
の
名
古
屋
事
務
所
設
置
の
大

き
な
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、「
丹

後
の
こ
と
ば
と
名
古
屋
の
こ
と
ば
が

本
当
に
よ
く
似
て
い
る
」
と
い
う
こ

と
が
あ
っ
て
、
言
葉
は
何
と
い
っ
て

も
文
化
的
、
歴
史
的
背
景
が
凝
縮
さ

れ
て
い
る
わ
け
で
、
そ
れ
が
似
て
い

る
と
い
う
こ
と
は
、
文
化
的
に
共
有

す
る
背
景
が
大
き
く
あ
る
と
い
う
こ

と
な
の
で
、
昨
年
か
ら
、
大
村
愛
知

県
知
事
、
河
村
市
長
の
御
支
援
、
御

協
力
を
得
て
、
調
査
を
行
い
、
こ
の

春
、
第
一
弾
の
調
査
結
果
の
公
表
を

行
い
ま
し
た
。
丹
後
と
名
古
屋
、
中

京
圏
の
皆
さ
ん
と
は
、
歴
史
を
通
じ

て
、
深
い
交
流
や
絆
が
あ
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
り
始
め
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
事
務
所
設
置
に
よ
り
、
京

都
縦
貫
自
動
車
道
の
全
通
な
ど
大
幅

に
改
善
し
た
両
地
方
の
交
通
ア
ク
セ

ス
を
「
架
け
橋
」
に
、
こ
と
ば
を
「
貴

重
な
ご
縁
」
に
活
か
し
て
、
両
地
方

の
市
民
の
心
と
心
を
つ
な
げ
て
い
き

た
い
。
懐
か
し
い
兄
弟
が
再
会
し
た

よ
う
な
絆
を
改
め
て
築
き
、
親
し
み

の
あ
る
大
き
な
背
中
を
追
わ
せ
て
い

た
だ
い
て
、
産
業
的
に
も
文
化
的
に

も
様
々
な
交
流
を
進
め
、
両
地
方
の

豊
か
な
発
展
ひ
い
て
は
日
本
の
繁
栄

を
育
ん
で
い
き
た
い
。

　

地
方
創
生
が
問
わ
れ
て
い
る
中
だ

か
ら
こ
そ
、
自
ら
の
原
点
に
立
ち
返

っ
て
、
原
点
に
あ
る
宝
を
温
め
な
お

し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
名
古

屋
や
中
京
の
皆
さ
ん
と
共
有
す
る
「
こ

と
ば
」
と

い
う
貴
重

な
宝
を
、

両
地
方
の

市
民
み
ん
な
で
温
め
直
し
て
、“
温
故

創
生
”
を
果
た
し
て
い
き
ま
す
。

　

本
市
の
名
古
屋
事
務
所
設
置
に
つ

い
て
は
、
こ
と
ば
の
調
査
と
並
び
、

名
古
屋
・
中
京
圏
域
の
テ
レ
ビ
・
新

聞
等
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
で
は
、
と
て

も
大
き
く
取
り
上
げ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
そ
の
関
心
の
高
さ
を
ぜ
ひ

地
元
・
京
丹
後
の
市
民
の
み
な
さ
ん

に
も
い
ろ
ん
な
形
で
お
伝
え
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
両

地
方
が
一
緒
に
な
っ
て
、
両
地
方
の

さ
ら
に
豊
か
な
繁
栄
を
紡
い
で
い
き

た
い
と
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

 

京
丹
後
市
長　
中
山　
泰

「
京
丹
後
市
名
古
屋
事
務
所
」を
開
設
し
ま
し
た
！

京丹後市名古屋事務所の開設を名古屋・中京圏域
のテレビ・新聞等多くのマスメディアが注目している

日時：9 月 15 日（火）13：30 ～ 16：30
場所：アミティ丹後２F 多目的ホール
申込：９月４日（金）までに、山陰海岸ジ
オパーク推進協議会事務局へ電話または
ファクシミリでお申し込みください。
☎ 0796-26-3783　Fax 0796-26-3785
▶詳細は、市ホームページ、市民局などに
ある募集ちらしをご覧ください。

バーチャルジオツアー

ジオパークＰＲ展 /写真コンクール入賞作品展

日時：9 月 7 日（月）～ 20 日（日）
場所：アミティ丹後 1F ギャラリー
申込：不要（直接会場へお越しください）
問い合わせ：観光振興課（☎ 69-0450）

特集を企画しています！
あなたの仕事に対する“熱意”

を教えてください
　広報きょうたんごでは、今後、市内の若者た
ちをクローズアップする特集を企画しています。
この企画は、若者の意見等を通して、京丹後市内
にある仕事の多様さを発信するとともに、元気な
まちをＰＲするものです。
　そこで…「このまちを元気にしたい！」「俺の
仕事は誰にもまねできない！」「私はどんな仕事
も丁寧にしている」など、まちの活性化や仕事に
対してポジティブな考え方をお持ちの方を募集
します！！自薦・他薦を問いませんので、ぜひご
連絡ください。

●市内在住・在勤で、10 代～ 40 代の方
　※自営業、会社員を問いません
●仕事の内容は問いません。仕事に対する“熱意” 
　や“こだわり”を伺うものですので、どのような
　仕事に従事されている方でも、ぜひご一報くださ
　い。※公序良俗、青少年育成の観点から適切でない場
　合は、取材をお断りすることがあります。

応募・問い合わせ先
京丹後市役所秘書広報広聴課広報広聴係
☎ 69-0110 FAX69-0901
E-mail:hishokoho@city.kyotango.lg.jp
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9月図書館カレンダー
日 月 火 水 木 金 土
30 31 9/1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 10/1 2 3

今月のおすすめ

図書館だより
◆開館時間／ 10時〜 18時 （峰山・あみののみ水曜は 19時まで）
　　　　　毎週月曜・毎月 1日は休館日（８月 30日までは９時開館）
◆貸出／ 1人 20点まで・2週間
◆ ／峰山図書館（☎ 62-5101）大宮図書室（☎ 69-0672）
　　あみの図書館（☎ 72-4946）弥栄図書室（☎ 65-2101）
　　久美浜図書室（☎ 82-1771）丹後図書室（☎ 69-0664）

　やり残したことをやろうと、
思うように動かない体で懸命
に石の塀をつくる男。病に倒

れた愛する妻との約束を果たすため
に。石をひとつずつ積み上げるように、
大切な時間を重ねていった老夫婦の物
語。今夏上映された映画「愛を積むひ
と」の原作です。

　１９１２年
ねん

のドイツ、知
し

りた
がりやネズミは、空

そら

を飛
と

んでア
メリカに行

い

くことを思
おも

いつく。
ネズミとりを恐

おそ

れて逃
に

げていった、仲
なか

間
ま

たちに会
あ

うために。図
と

書
しょ

館
かん

の本
ほん

を読
よ

んで
得
え

た知
ち

識
しき

をたよりに、発
はつ

明
めい

品
ひん

を作
つく

っては
失
しっぱい

敗し、また考
かんが

える。大
おお

きな翼
つばさ

、蒸
じょう

気
き

の
エンジン、そしてついに…宙

ちゅう

にういた！

◉ リンドバーグ トーベン・クールマン／作
金原 瑞人／訳
ブロンズ新社

◉ 石を積む人 エドワード・ムーニー・Jr．／著
杉田 七重／訳

求龍堂

　

京都府丹後文化会館 インフォメーション

9/25金・26土

 京都府丹後文化会館 ☎ 62-5200

 京都府丹後文化会館（峰山町杉谷）
 ２作品 500 円、４作品1,000 円

　 ※２日間有効【全席自由】

主催／京丹後市・（公財）京都府丹後文化事業団・
文化庁・東京国立近代美術館フィルムセンター

なつかしの映画上映会

10：00〜12：13「雪国」
13：00〜14：44「夜の河」
15：30〜17：47「五番町夕霧楼」　
18：30〜21：13「五瓣の椿」

上映スケジュール

京丹後市職員人事異動
新規採用【８月 1 日付】

❖商工観光部
　観光振興課　　 　　
　スポーツ観光・交流課

❖農林水産環境部
　農林整備課  　　　　　主事　藤原みなみ

❖健康長寿福祉部
　生活福祉課（くらしとしごとの総合サポートチーム）

子どもたちが図書館の仕事を体験
カ
ウ
ン
タ
ー
で
貸
出
や
返
却

の
作
業
を
体
験
す
る
児
童

　各市立図書館（室）では、小学 4～
6年生を対象に、半日図書館員体験を実
施しました。参加した子どもたちは、カ
ウンターで本の貸出や返却の処理をした
り、返却された本を棚に返したりする作
業を体験。利用者への対応に緊張しなが
らも、図書館の仕事を楽しんでいました。

主事　木村　清孝
主事　大村　志甫

主任　山副　哲朗
主事　中村　　肇

平成 27 年度　優秀映画鑑賞推進事業

９月 25 日（金）

10：00〜12：17「五番町夕霧楼」
13：00〜15：43「五瓣の椿」
16：30〜18：14「夜の河」　
19：00〜21：13「雪国」

９月 26 日（土）

『夜の河』
  出演：山本富士子、上原謙、 小野道子
『雪国』
  出演：池部良、岸惠子、八千草薫
『五番町夕霧楼』
  出演：佐久間良子、河原崎長一郎、木暮実千代
『五瓣の椿』
  出演：岩下志麻、田村高広、伊藤雄之助

空飛ぶネズミの大冒険

折り紙の魚を釣り上げる子どもたち

あみの図書館で夏休みおたのしみ企画
　あみの図書館では、夏休みおたのしみ企
画として、毎週水曜日に「おはなしのへや」
と「おみくじつき魚つり」を実施しました。
　「おはなしのへや」は絵本などを見ずにお
話を語るストーリーテリングを中心にしたお
はなし会。参加者は、話の情景を想像しな
がらじっくりと聞き入っていました。
　「おみくじつき魚つり」は、折り紙の魚を
釣った人に、おみくじと一緒に職員が選んだ
おすすめの本を借りてもらう企画。カラフル
な魚やエビ、カニなど、子どもたちは目当て
の魚を釣り上げて楽しんでいました。包装し
て見えなくしたおすすめ本を手渡すと、「中
身が楽しみです」と笑顔で話していました。

京
きょう

丹
た ん

後
ご

市
し

国
こ く

際
さ い

交
こ う

流
りゅう

協
きょう

会
か い

nav i nav inav inav inav i nav inav i

　今月号の記事の中からクイズを出題します。全問正解者
の中から抽選で 5 人に図書カード 500 円分をプレゼント！

◆応募方法
はがきに ①クイズの答え（○の中に入る数字や文字）②
住所 ③氏名〈ふりがな〉 ④年齢 ⑤電話番号 ⑥広報紙の感
想やイラスト、取り上げてほしいテーマなどをご記入の上、
秘書広報広聴課まで（宛先は裏表紙を参照）。なお、お寄
せいただいた感想やイラストは広報紙に掲載することがあ
ります。※⑥の項目も忘れずにご記入ください。

◆応募締切
９月 15日（火）当日消印有効。ウェブサイトからの応募
も受け付けます。(https://www.shinsei.elg-front.jp/kyoto/
uketsuke/sform.do?acs=kohoquiz）
　　　ＱＲコードからもアクセスできます

◆８月号の答え
問１…ケネディ　問２…６　問３…防災

◆８月号当選者
奥田幸子さん（丹後町）、藤原昌美さん（弥栄町）、𠮷岡妙子
さん（網野町）、大木敏正さん（大宮町）、堀英子さん（大宮町）
応募総数27人、全員正解でした。たくさんのご応募ありがとうご
ざいました。

問１ 「京丹後市○○○事務所」がオープン
問２ 「小西川○○○○○○フェスティバル」を初開催
問３ 「ＨＡＭＡ - ○グランプリ2015in 浜詰」を開催

広報クイズ

　「H
ハ マ ワ ン
AMA-1 グランプリ～浜辺で食べ

る旨いグルメ日本一決定戦」が７月 19 
日、浜詰海水浴場（網野町）で開催され、
家族連れなど約 3,500 人でにぎわいま
した。
　会場には、20 店舗のブースが並び、
焼いたサワラを具材にしたハンバーガ
ーや、鹿肉のローストサラダ、桑の葉と
米粉で作った麺料理、メロンとスイカを
トッピングした杏仁豆腐など、京丹後
産の食材を生かした料理が集結。来場

者は、それぞれお気に入りの一品に投
票しました。その結果、グランプリには

「丹後鶏と丹後九条ネギの香味ソースが
け」（万一）、第２位には「焼き鰆寿司＆
アゴの団子汁」（鮮魚ぎさ）、第３位に「ハ
タハタのからあげ」（京丹後屋）がそれ
ぞれ選ばれました。
　同グランプリは、京丹後の食とまちの
魅力を市内外に発信することを目的に、
一般社団法人京丹後青年会議所が主催。
昨年に続き２回目となります。

1. 大勢の来場者でにぎわう会場
の様子 2. お気に入りの一品に
投票する来場者たち 3. グラン
プリを獲得した万一さん（峰山
町）4. 浜辺で食べる旨いグルメ
No.1 に輝いた「丹後鶏と丹後
九条ネギの香味ソースがけ」

　
京
丹
後
市
国
際
交
流
協
会
は
８
月
６
日
、
公

益
財
団
法
人
西
宮
市
国
際
交
流
協
会
（
兵
庫

県
）、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
安
芸
高
田
市
国
際
交
流
協

会
（
広
島
県
）
と
「
広
域
多
市
連
携
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
協
定
」を
締
結
し
ま
し
た
。協
定
に
は
、

災
害
時
の
外
国
人
支
援
や
外
国
人
市
民
へ
の
防

災
訓
練
、
地
域
住
民
と
の
交
流
、
多
文
化
共
生

事
業
に
つ
い
て
協
働
で
推
進
し
て
い
く
こ
と
な

ど
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
、
西
宮
市
役
所
で
行
わ
れ
た
調
印
式

で
は
、
当
協
会
の
藤
村
益
弘
会
長
が
「
お
互
い

距
離
が
離
れ
て
い
る
こ
と
で
支
援
し
や
す
い
こ
と
も

あ
る
。
日
頃
か
ら
外
国
人
が
災
害
時
の
情
報
弱
者

と
な
ら
な
い
よ
う
備
え
を
進
め
た
い
」と
あ
い
さ
つ
。

調
印
後
に
は
、
今
後
の
具
体
的
な
連
携
に
つ
い
て
の

意
見
交
換
や
活
動
報
告
な
ど
も
行
い
ま
し
た
。

協
定
を
交
わ
し
た
安
芸
高
田

市
国
際
交
流
協
会
の
末
田
博

信
会
長
（
左
）
と
西
宮
市
国

際
交
流
協
会
の
田
中
京
子
理

事
長
（
中
）、
京
丹
後
市
国
際

交
流
協
会
の
藤
村
益
弘
会
長

おわびと訂正
　本紙８月号 16㌻みんなの広場のコーナーで、
叙位叙勲を受けられた能勢芳幸さんの職歴が元
公立小

●

学校長となっていましたが、正しくは元
公立中

●

学校長です。おわびして訂正します。

19 2015.09 182015.09

「ＨＡＭＡ -１グランプリ2015in 浜詰」を開催

丹後の食材生かした“浜メシ”が一堂

3

1 2

「多文化共生」実現に向け、協働で事業を推進
  西宮・安芸高田と連携協定を締結

4
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人口・世帯数
男　	 27,901人	（－16）
女　	30,007人	（－15）
計	　57,908人	（－31）
世帯数	　22,690世帯	（－7）
8月1日現在、カッコ内は前月比。

住民基本台帳（外国人含む）による。

高
校
球
児
の
夢
舞
台
が
閉
幕
し
ま

し
た
ね
。
今
年
も
、
感
動
の
ド
ラ

マ
が
た
く
さ
ん
生
ま
れ
ま
し
た
。

小
学
６
年
の
息
子
も
毎
週
の
よ
う

に
野
球
の
試
合
が
あ
り
、
懸
命
に

プ
レ
ー
す
る
様
子
を
見
な
が
ら
、

私
自
身
が
大
き
な
夢
を
描
き
は

じ
め
た
と
こ
ろ
で
す
▼
さ
て
今
月

号
は
、
夜
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し

て
人
気
の
丹
後
王
国
「
食
の
み
や

こ
」
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
表

紙
を
飾
り
、
京
丹
後
市
名
古
屋
事

務
所
開
設
を
は
じ
め
20
㌻
に
わ
た

り
旬
の
京
丹
後
を
紹
介
し
て
い
ま

す
▼
今
回
取
材
を
し
た
京
丹
後
人

の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
子
育
て
世
代

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
中
西
さ
ん
を
紹

介
。
私
に
と
っ
て
も
、“
目
か
ら
鱗

が
落
ち
る
”
思
い
で
、「
人
は
、
出

会
い
に
よ
っ
て
、
人
生
が
変
わ
る
」

と
い
う
言
葉
を
思
い
出
し
ま
し
た

▼
親
、
友
人
、
野
球
、
先
生
、
仕
事
、

妻
、
娘
、
息
子etc

　
た
く
さ
ん

の
巡
り
合
い
に
感
謝
し
つ
つ
、
次

な
る
良
き
出
会
い
を
楽
し
み
に
取

材
を
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
／
樹

　
い
じ
め
や
虐
待
、
不
登
校
と
い
っ
た
ニ
ュ
ー
ス
が

飛
び
交
う
昨
今
。
関
連
し
て
、
多
く
の
人
が
悩
み
不

安
を
抱
え
る
子
育
て
に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援

に
取
り
組
み
、
側
面
か
ら
サ
ポ
ー
ト
す
る
中
西
直
美

さ
ん
に
話
を
伺
っ
た
。

              

♦　
　
♦　
　
♦

　
神
戸
市
で
ス
ポ
ー
ツ
店
を
営
む
家
庭
で
生
ま
れ
育
っ

た
中
西
さ
ん
。「
学
校
か
ら
帰
る
と
当
た
り
前
に
“
お

か
え
り
”
と
父
母
が
迎
え
て
く
れ
た
。
家
で
は
、
母
と

一
緒
に
居
る
時
間
が
長
く
、
学
校
で
の
出
来
事
や
友
達

の
こ
と
、
恋
愛
話
に
至
る
ま
で
、
い
ろ
ん
な
話
を
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
が
好
き
で
、
手
先
も
器
用
だ
っ
た
父
は
、
友

人
や
家
族
を
誘
っ
て
、
夏
は
海
水
浴
、
冬
は
ス
キ
ー
に

連
れ
て
行
っ
て
く
れ
た
。
ま
た
、
近
所
の
広
場
で
手
作

り
の
大
凧
を
み
ん
な
で
上
げ
た
り
と
“
大
勢
で
何
か
を

す
る
”“
人
と
つ
な
が
る
”
こ
と
の
楽
し
み
を
教
え
て

く
れ
た
」
と
幼
少
時
を
振
り
返
っ
た
。

　
平
成
８
年
、
結
婚
を
機
に
京
丹
後
市
に
移
住
。
親
と

一
緒
に
い
る
こ
と
が
“
日
常
”
だ
っ
た
中
西
さ
ん
は
、

出
来
る
だ
け
子
ど
も
と
過
ご
す
時
間
を
つ
く
り
、
歯
科

衛
生
士
と
し
て
近
く
の
歯
科
医
院
や
市
の
乳
幼
児
健
診

に
、
ま
た
パ
ン
ス
ト
包
装
の
工
場
な
ど
で
働
き
な
が
ら

子
ど
も
を
育
て
た
。

　

中
西
さ
ん
が
子
育
て
に
関
す
る
取
り
組
み
を
始
め

た
き
っ
か
け
は
、
長
女
の
同
級
生
が
学
校
に
通
え
な
く

な
っ
た
事
が
あ
り
、
自
分
に
何
か
出
来
な
い
だ
ろ
う
か

と
考
え
た
。
そ
ん
な
折
、
同
じ
想
い
を
持
っ
て
い
た
保

護
者
が
集
ま
っ
て
相
談
し
、“
学
校
以
外
で
友
達
と
関

わ
れ
る
場
所
を
つ
く
ろ
う
”
と
夏
休
み
に
星
空
観
測
、

ア
ル
ミ
缶
で
炊
い
た
ご
飯
と
カ
レ
ー
作
り
を
企
画
。
参

加
し
た
親
子
20
人
の
笑
顔
に
継
続
を
決
意
し
た
仲
間

と
、
平
成
16
年
に
『
オ
リ
ー
ブ
の
会
』
を
結
成
し
た
。

　

活
動
の
幹
は
『
こ
の
指
と
～
ま
れ
』。
地
域
の
寺
や

公
民
館
に
協
力
を
得
た
。
月
に
１
回
、
吉
原
小
学
校
区

の
子
ど
も
た
ち
を
対
象
に
、
将
棋
や
ト
ラ
ン
プ
、
室
内

ゲ
ー
ム
、
外
遊
び
、
15
時
の
お
や
つ
作
り
な
ど
、
い
つ

で
も
自
由
に
来
て
遊
べ
る
環
境
を
つ
く
っ
た
。

　
「
大
勢
で
遊
ん
だ
り
、
協
力
し
て
物
を
作
っ
た
り

す
る
過
程
で
、
子
ど
も
た
ち
の
中
で
ル
ー
ル
や
役
割

が
生
ま
れ
る
。
大
人
が
口
を
出
さ
ず
に
一
歩
離
れ
て

見
守
る
だ
け
で
自
然
と
社
会
性
や
人
間
性
が
養
わ
れ

る
」
と
話
す
中
西
さ
ん
。
自
身
の
経
験
か
ら
、
人
と
の

触・

・

・

・

れ
合
い
、
つ・

・

・

・

な
が
り
を
意
識
し
た
。

　
活
動
を
続
け
る
中
で
出
会
っ
た
新
た
な
仲
間
と
２
つ

の
会
を
設
立
し
新
事
業
に
着
手
し
た
。そ
の
ひ
と
つ
が
、

子
ど
も
に
自
由
に
絵
を
描
か
せ
る
と
い
う
も
の
だ
っ

た
。
絵
は
、
自
己
決
定
力
や
想
像
力
を
養
う
ほ
か
、
描

く
人
の
心
を
移
す
鏡
と
言
わ
れ
、
親
が
子
ど
も
の
心
理

を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
親
同
志
の
交
流
や
、
専
門
家

に
よ
る
子
育
て
相
談
が
で
き
る
場
も
設
け
、
平
成
19
年

か
ら
『
絵
を
描
く
会
』
を
始
め
た
。
子
ど
も
は
単
純
に

楽
し
み
、
親
は
育
児
ス
ト
レ
ス
を
解
消
で
き
る
と
し
て
、

口
コ
ミ
で
参
加
者
も
増
え
た
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
子
育

て
に
つ
い
て
親
同
志
が
語
り
合
え
る
場
を
つ
く
ろ
う
と

い
う
も
の
で
『
子
育
て
ホ
～
ッ
と
座
談
会
』
を
開
設
。

平
成
22
年
に
は
、
同
座
談
会
北
部
ネ
ッ
ト
を
立
ち
上
げ

地
域
を
拡
大
し
実
施
し
た
。
現
在
は
、
子
育
て
世
代
の

ほ
か
、
子
育
て
を
す
る
親
の
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
参
加

す
る
人
も
い
る
。
開
始
か
ら
３
年
、
さ
ま
ざ
ま
な
相
談

事
例
を
蓄
積
。
平
成
25
年
に
は
、
母
親
や
サ
ポ
ー
タ
ー

向
け
の
書
籍
『
教
え
て
ク
マ
ち
ゃ
ん 

子
育
て
バ
イ
ブ

ル
』
を
制
作
。
現
在
は
、
第
２
弾
を
企
画
中
だ
と
か
。

　
中
西
さ
ん
は
、「
親
が
子
ど
も
の
個
性
を
受
け
止
め

寄
り
添
う
。
親
の
受
け
止
め
方
次
第
で
、
子
ど
も
の
気

持
ち
は
大
き
く
変
わ
る
」
と
述
べ
、「
仲
間
や
周
囲
の

協
力
が
あ
る
か
ら
継
続
で
き
る
」
と
加
え
、「
不
安
や

悩
み
が
大
き
く
な
る
前
に
、
気
付
く
、
気
に
掛
け
る
、

声
を
掛
け
る
、
耳
を
傾
け
る
こ
と
が
で
き
る
人
や
気
軽

に
語
り
合
え
る
場
を
増
や
し
た
い
」
と
締
め
く
く
っ
た
。
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寄
り
添
い
　
支
え
合
え
る

環
境
を
つ
く
り
た
い

子
育
て
支
援
の
ポ
イ
ン
ト
を
ま
と
め

た
書
籍
を
手
に
す
る
中
西
さ
ん

中西  直美 さん（51）　

人と人のつながりを創造する
　　　　オリーブの会事務局

（峰山町菅）


